
1   

２０２６年度 明治大学黒川農場 アグリサイエンス講座 

（Ｄ）里山の未来を拓く【募集要項】 
川崎市教育委員会連携事業／「体験の機会の場」認定 

 

１ 講座概要 

期 間 ２０２６年１０月１７日（土）～２０２７年３月６日（土） 

回 数 ６回 

曜 日 土 

時 間 

①9:00～12:10 ②13:10～16:20 

※初回のみ、上記とは異なるスケジュールで実施します。 

※昼食は各自ご用意ください。 

※状況等により、予定時刻前に終了する場合があります。 

※講座参加者向けの送迎バスの運行はありません。 

定 員 ２０名 （最低開講人数 １５名） 

会 場 明治大学黒川農場（神奈川県川崎市麻生区） 

受講料 ４５，０００円 

教 材 適宜、講師から配付します。 

 

２ 講座趣旨 

  自然と人間の力のつり合いによって成立した里山は、生物多様性と持続

可能性と文化の継承から評価されているものの、人間の力の主体であった

農家の減少と里山ボランティアの高齢化と減少によって危機的な状況にあ

るので、新たなあり方をみいだすことを目的にしています。 

本講座では、里山がランドスケープ（生態系の複合体）であることから、

プランニングとマネジメントに重点を置きます。背景にある里山を構成し

ている生態系の空間的時間的な成り立ちや生態系を構成している動植物の

特性についても日本の第一線の研究者から直接学びます。実習では、プラ

ンニングやマネジメントの基盤となる管理技術として、主に黒川農場での

里山の手入れ、伐採材の加工等を学び、共有の手法を紹介します。 

木を伐って使えるものに変える。光が必要な農地脇の草原を草刈りする

と野草が開花する。雑木林だけでなく、里山全体のことを考えます。主要

な活動の場は、小さな谷地形１つ分である自然生態園を予定しています。 

すでに里山に関わっていてより深く学び、新たな里山のあり方を見出し

たい方や、知識・技術向上のための自己研鑽に励みたい方、本気の里山の

前に準備運動したい方、近場の自然に癒されながら自然にお返ししたい方

を対象とした講座です。里山とは何か、その先に何があるのか、体験しな

がら、共に考えましょう。 

なお、本講座は、里山ランドスケープの時間スケールに対応して、長期

間にわたる開講を検討しています。 
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３ 講座スケジュール 

回 日 付 内 容 講 師 

1 

10 月 17 日（土） 

①09:00～09:30 

②09:40～12:30 

③13:30～16:20 

①ガイダンス 

②【講義】里山（農的な生態系の集まり）という視点の登場と

変遷 

・「里山」という言葉によって位置づけが変わった 

【ゲスト講師】里山の草木染めと染料植物 

③【実習】里山ランドスケープ体感と自然資源利用 

倉本 宣 

伊藤善一

小泉寛明 

2 
11 月 14 日（土） 

①09:00～12:10 

②13:10～16:20 

①【紹介】農地とその周辺の生態系 

・農地に光を確保する作業が里山の人間活動の中心 

【ゲスト講師】農地の周囲の草原 

②【実習】伐採した材の利用、木工など 

 ・丸太から材料の切り出し：チェンソー、チェンソーミル 

倉本 宣 

山田 晋

小泉寛明 

3 
12 月 12 日（土） 

①09:00～12:10 

②13:10～16:20 

①【紹介】里山の構造―谷戸における生態系の配置と変化 

・丘陵地では地形に対応して生態系は配置されている 

【ゲスト講師】丘陵地の地形と植生の配分 

②【実習】下草刈り、材の移動（ロープを用いた簡易集材） 

 ・草刈り：刈払い機、他 

 ・簡単な運材：ウインチ、繊維ロープ、滑車、他  

倉本 宣 

磯谷達宏

小泉寛明 

4 
1 月 30 日（土） 

①09:00～12:10 

②13:10～16:20  

①【紹介】里山の機能―里山を構成する生態系と動植物 

・氷河時代の名残としての生態系と動植物を通して、生物 

多様性について考える 

【ゲスト講師】生態系を越えて利用する中型哺乳類 

②【実習】樹木の伐採作業、落ち葉かき 

 ・伐木：チェンソー、鋸、繊維ロープ、他 

 ・落ち葉かき：熊手、バキューム機械、ブロアー  

倉本 宣 

金子弥生

小泉寛明  

5 
2 月 20 日（土） 

①09:00～12:10 

②13:10～16:20 

①【紹介】里山の産物を使うことの意味 

・産物は炭素を含む有機物を持ち出す 

・光を確保する 

【ゲスト講師】「やとのいえ」から里山の歴史と文化を学ぶ 

②【講義・実習】目標とする自然を考える 

【ゲスト講師】林間の散策路の計画と小川の再生 

倉本 宣 

仙仁 径 

板垣範彦

小泉寛明  

6 
3 月 6 日（土） 

①09:00～12:10 

②13:10～16:20 

①【講義・実習】市民のための簡便なモニタリング手法、 

まとめ 

②【講義・ワークショップ】自然生態園を事例として未来の 

里山を考える 

・小さな１つの谷戸である自然生態園の将来の自然と利用

を通して話し合って、大きなスケールの里山の未来まで

を考える 

倉本 宣 

小泉寛明 

 

※講座内容は、都合により変更する場合があります。 

※講義形式は、座学、グループに分かれたワークショップ等を予定していま

す。テキストは著作権から二次的利用ができませんが、ワークショップの

成果は受講生みなさんのものです。 

※講義は一部、オンデマンド教材（動画）を使用することがあります。 

※実習は、実演を見ることと簡単な体験を基本とします。講義で実習の意味

について解説します。計画や施工方法の共有についてもゲスト講師から紹

介します。受講生全員が実際に作業を体験できないこともあります。 

※チェンソー、刈払機を用いることもありますが、動力の使用は選択できます。 
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４ 講師紹介 

 

倉本 宣（クラモト ノボル）主に講義担当 

明治大学名誉教授／生物多様性を保全するという明確な目的を持っ

た保全生物学を研究するかたわら、子どもの頃まで残っていた若い

雑木林や草原を取り戻すために総合的な里山学を拓こうとしていま

す。 

 

 

山田 晋（ヤマダ ススム）ゲスト講師 

東京農業大学農学部生物資源開発学科教授／里山では隣り合ってい

る生態系の関係が重要です。長年調査してきた水田に隣り合ってい

る草原と雑木林についてお話しします。 

 

 

磯谷 達宏（イソガイ タツヒロ）ゲスト講師 

国士舘大学文学部史学地理学科教授／丘陵地の植生は細かなスケー

ルの地形と結びついています。地形の読み取り方と植生の分布につ

いて学びます。 

 

 

金子 弥生（カネコ ヤヨイ）ゲスト講師 

東京農工大学農学研究院自然環境保全学部門准教授／アナグマの研

究の第一人者です。農場の自動撮影の結果も踏まえて授業をお願い

しています。 

 

 

仙仁 径（センニ ケイ）ゲスト講師 

パルテノン多摩ミュージアム学芸員／教科書として使用する「やと

のいえ」の監修者です。NHK の連続テレビ小説『らんまん』では植物

学の指導や植物考証も担当。かつての里山での人と環境の関係を絵

本から読み解きます。 

 

板垣 範彦（イタガキ ノリヒコ）ゲスト講師 

いきものランドスケープ 登録ランドスケープアーキテクト、東京

科学大学他非常勤講師／生態学的ランドスケープデザインを主とし

た設計を専門とし、林の中の散策路の計画、小川の再生などの入門

的な指導を担当します。 
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伊藤 善一（イトウ ヨシカズ）ゲスト講師 

明治大学農学部専任講師／染料植物と草木染についての研究、その

中でも里山にも自生しているムラサキ（紫根染）、アカネ（茜染）、

媒染剤に用いられる、ツバキ、サワフタギについての研究を行って

います。 

 

 

小泉 寛明（コイズミ ヒロアキ）主に実習担当 

明治大学農学部事務室専任職員（技能）／黒川農場で野菜の栽培と

緑地管理を担当。コナラの伐倒（皆伐更新）から丸太の板挽き製材

まで、時にアーボリカルチャーを参考にしています。  

 

 

５ 講座申込方法 

以下のＷＥＢ申請フォームよりお申込みください。 

【申請フォーム】 

 https://forms.cloud.microsoft/r/a1BuFEZfEK 

【受付期間】 

２０２６年８月１０日（月）１０：００～８月２１日（金）１０：００ 

 【注意事項】 

・受付期間以外のお申込みはできません。余裕を持った申込手続を行っ

てください。 

・電話、メール等によるお申込みは受け付けません。 

・応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は、９月上旬頃に登録

されたメールアドレスにご連絡いたします。 

・受講決定者には、契約書等の必要書類を送付します。 

・現在「やさしい有機栽培入門」及び「みんなで取り組む自然栽培」を

受講中の方のお申込みも可能です。なお、「やさしい有機栽培入門」及

び「みんなで取り組む自然栽培」と講座開講日が重複している日程に

ついては、いずれかの講座は欠席となります。受講料の返金は行いま

せんのでご承知おきください。 

 

６ 受講料お支払方法 

お支払方法は、銀行振込のみとなります。受講決定者にご案内する期日

（９月中旬を予定）までに大学指定の口座へお振込ください。現金の窓口

取扱いやクレジットカード等、他の方法でのお支払いはできません。 

 

https://forms.cloud.microsoft/r/a1BuFEZfEK
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７ その他 

  本募集要項及び受講規約【里山】を必ずご確認の上、お申込みください。 

  講座中の受講生への連絡はすべてメールで行います。そのため、パソコ

ン、携帯電話、スマートフォン、タブレット等のデバイスをお持ちでない

方は、お申込みいただけません。 

 

８ お問合せ 

お問合せはメールのみ受け付けます。 

 【明治大学黒川農場メールアドレス】 

  noujou@meiji.ac.jp 

 【注意事項】 

  ・件名を アグリ講座質問 としてください。 

  ・お問合せ内容は具体的にご記入ください。内容により、回答にお時間

をいただく場合、回答いたしかねる場合がありますので、ご了承くだ

さい。 

  ・メールによる講座申込みは受け付けません。 

以 上  

 

 

【個人情報の利用目的について】 

次の目的以外に利用することはありません。 

１ 受講生への連絡及び受講資料の送付 

２ 講座関連情報のご案内（パンフレット・チラシなど） 

３ 受講生に関する資料の作成（名簿・出欠表・統計資料など） 

なお、受講者の情報を受講者の同意なしに第三者に開示・提供することはありません（法

令等に基づき提供する場合を除く）。ただし、講座申込み・運営上必要不可欠な場合に限り、

講座委託先業者又は講師に受講生氏名などを通知する場合があります。受講生の個人情報

は、明治大学にて厳重に管理いたします。 

参考：明治大学プライバシーポリシー 

https://www.meiji.ac.jp/bunsho/personal_inf/kojin_1.html 

https://www.meiji.ac.jp/bunsho/personal_inf/kojin_1.html

